◇ 第３回総工連携研究会　報告要旨 ◇
第一報告：末田　統　「福祉工学と徳島大学のユニバーサルデザイン化」

私の研究室では、いわゆる福祉工学に関する教育と研究を行っています。視覚障害を有する方々のための支援機器の研究がこれまで多かったのですが、聴覚障害を有する人、運動機能に障害のある人、知的な面で障害を有する人への支援についても研究を行ってきました。それらの中から幾つかを簡単に紹介します。

　視覚障害者のための研究の中には、いわゆる点字ブロック（法律では「視覚障害者誘導用ブロック」と言う）に関する研究があります。その成果は、日本工業規格（JIS）や国際標準化機構（ISO）における国際規格案に反映されています。弱視者の点字ブロックの識別研究は、視覚障害属性と人間工学的な視認性の観点から点字ブロックの見つけやすさと追随性を研究しています。これは、点字ブロック敷設時の周辺路面の色、点字ブロックの色に関する日本工業規格（JIS）原案策定の基礎研究として、経済産業省の委託を受けて実施しており、平成21年度のJIS規格発行に向けて精力的に進めています。点字ブロックに関する研究が、主に皮膚感覚と視覚に関する研究であるのに対し、聴覚に関する研究も行っています。「ピヨピヨ」「カッコー」の音響信号機に関する研究は代表的なものです。環境騒音に埋もれない音響信号と周辺住民の安眠とのマッチングに関する研究を警察庁と連携して行っています。最近は、赤外線式音声交通信号機に関する研究も行っており、ISOの国際委員会に参考資料を提供する目的で、精力的に研究を進めています。これら視覚障害者の単独自立行動を支援する研究成果は、我が国のみならず世界の社会基盤整備に活用されています。もう一つの視覚障害者支援の研究分野は、指先で見る触覚テレビの研究と、指先によるカラー情報の認知に関する研究です。これまでの研究から、１０色の情報を指先で識別できることが確認されており、振動感覚による光と同様の混色を実現しています。

　運動機能障害者のための研究としては、脳波によるスイッチのOn/Offに関する研究があります。これは、手も足も、眼球もコントロールできなくなったが、意識ははっきりしている人が、脳波によって意志表出をするための手段を提供する研究です。聴覚フィードバックによってスイッチの「入り」「切り」をすることができる可能性を示すことに成功しています。

　知的障害者の支援に関する研究として、読みやすい文章を作成する手助けとなるプログラムの開発を行っています。現在、知的障害者のための文章による充分な情報提供の手段ができていません。知的能力の低下した高齢者に対しても読みやすい文書の提供が求められています。研究室では、一般に流通している日本語をやさしい日本語に翻訳するプログラムの開発をはじめています。自然言語とその処理プログラム、読みやすいとは何かなどの研究を合わせて行っています。

　研究室では、電気、通信、情報、光、機械、土木、建築などの工学技術と共に、心理学や、生理学、解剖学など医学も含めた幅広い分野にまたがった研究をしています。また、社会福祉制度や政策とも強い係わりがあり、研究成果に基づく政策提言も行っています。

　これまで、工学部の総合研究棟（通称、エコ棟）のトイレの設計や、車いす使用学生のための校舎改築の提案書の作成などを行ってきました。また、大学院の授業では、視覚障害者や妊婦、脳卒中などによる片麻痺者、高齢者などの体験授業を通じてユニバーサルデザインの必要性・重要性を理解させるようにしています。

　総合科学部の色々な分野との連携を、大いに期待しています。

第二報告：藤澤　正一郎
　「徳島大学学内障害者擬似体験とユニバーサルデザイン調査」          

大学院エコシステム工学コース（旧専攻）の「福祉工学」の授業では、障害者擬似体験実習を行っている。この障害者擬似体験実習は、視覚障害者の白杖による歩行と身体障害者の車いす走行を行う。体験実習はそれぞれ午前中の半日で実施している。白杖歩行は２名１組のペアーで一人が目隠しをして、単独歩行を行う。建物内では、通路、階段、エレベータ、トイレなどを体験し、屋外では、縁石や段差、スロープなどを体験し、自販機や学割証発行など利用可能かを確認する。また、大学構内を出て一般道の歩行も体験する。車いすの実習では、手動車いすや電動車いすなど各種の車いすの走行体験を行う。構内の走行ルートは、建物内では、エレベータ、車いす用トイレの利用を体験し、通路の走行ではカーペットの走行などを体験する。屋外では、縁石や段差、スロープなどを体験し、カマボコ道路や整備されていない道路、砂利道などの走行を体験する。車いすに乗ったままで公衆電話Ｂｏｘや食堂入口の自販機やＣＤ端末が利用可能かを確認する。 　体験実習では、ルート上の各ポイントの調査項目に従って調査を課題としている。また、体験実習を通じて、気が付いた点や改善点についてまとめることによって、学生達が大学構内のユニバーサルデザインやバリアフリーの必要性や重要性を理解することを目的としている。

第三報告：樫田　美雄　　「ＵＤと新しい社会づくり実践技術：当事者の拡大に対応して」
市場における商品開発の視点からユニバーサルデザインを考えると、それは商品の購入者として想定する対象を、「広範囲化」することであり、具体的には「福祉の対象者」に限られていたユーザーを（究極的には）「市場における消費者一般」に拡大することである。このことは、設備機器の利用者側から見れば、「当事者の拡大」ということになるし、社会側からみれば、「新しい社会づくりの実践」ということになるだろう。

このように「ユーザー」が変化しているならば、それに対応した問題も生じるだろうし、それ見合ったテクニックも必要となるだろう。本報告では、この問題とテクニックが具体的にはどのようなものとして現れたり存在したりするのか、ということを見ていきたく思う。我々は、一昨年来

「ユニバーサル徳島マップ」という活動をおこなってきている。今年に入ってからは、総工連携

研究会と連動させる形で学内ＵＤ調査（「徳島大学ｶｷｺまっぷ（http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/social/universal/maptop.html）」を行ってきている。それらを素材に検討結果を報告する。

第四報告：佐藤　充宏
「ユニバーサルデザイン化された障害者スポーツへの期待」

ユニバーサルデザインの視点から、障害者スポーツの文化のあり方を考えてみる。スポーツは現代社会において重要な身体活動の文化として位置づいてきた。スポーツ社会学では、身体活動+プレイ性+人間性＝スポーツの文化として捉え、文化活動としてのスポーツの意義を検討してきている。身体の運動を引き起こす文化環境としてデザインされた障害者スポーツを捉え、その社会的機能が新たな地域スポーツを変革していくデザイン力をもっていることを紹介したい。スポーツが文化であるがゆえに、障害者の生活を豊かにする可能性と、その問題点について検討していく。
















